


    　　　　　　 を認定
平成30年

第3回定例会
9/6～9/14

差引額  4億4601万円
・平成30年度に繰り越して使用する分
　　　　　　　　　　  ２億3601万円
・将来に備えて基金へ積み立てた分
　　　　　　　　　　  ２億1000万円
(                              )

一般会計、特別会計及び企業会計

歳出総額

　

平
成
30
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
６
日
か
ら
14
日
ま
で
の
９
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
初
日
に
は
、
町
長
よ
り
、
平
成
30
年
度
上
半
期
事
業
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
な
ど
、
15
議
案
に
つ
い
て
提
案
理

由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

10
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
２
人
の
議
員
が
執
行
部
の
考

え
を
質
し
、
そ
の
後
、
議
案
15
件
、
陳
情
２
件
を
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の

常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

14
日
の
最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会
委
員
長
よ
り
、
付
託
さ
れ

た
案
件
の
審
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
討
論
・
採
決
の
結
果
、
全
議

案
を
原
案
の
と
お
り
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情
２
件
の

う
ち
１
件
を
不
採
択
、
１
件
を
継
続
審
査
と
し
、
継
続
審
査
と
し
て

い
た
請
願
１
件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
長
よ
り
追

加
提
出
さ
れ
た
人
事
案
件
１
件
に
同
意
し
、
全
日
程
を
終
了
し
ま
し

た
。

第６次総合計画策定経費          465万円

防災行政無線施設整備費        4585万円

公衆無線LAN環境整備支援事業費       4300万円

臨時福祉給付金（経済対策分）事業費       9945万円

多子世帯保育料軽減事業費          805万円

空家等対策事業費           390万円

国営緊急農地再編整備事業費        2275万円　

道路新設改良事業費         7890万円　

住宅リフォーム資金助成事業費         340万円　

消防ポンプ自動車整備事業費        3524万円　

大戸小学校大規模改造事業費   5億5564万円　

小幡城跡施設整備工事費          464万円

一般会計歳出決算の主な事業費

民生費民生費

38億8792万円38億8792万円

（33.9％）（33.9％）

総務費総務費

20億2737万円20億2737万円

（17.7％）（17.7％）

教育費教育費

15億1451万円15億1451万円

（13.2％）（13.2％）

土木費土木費

10億1771万円10億1771万円

（8.9％）（8.9％）

公債費公債費

8億2274万円8億2274万円

（7.2％）（7.2％）

民生費

38億8792万円

（33.9％）

総務費

20億2737万円

（17.7％）

教育費

15億1451万円

（13.2％）

土木費

10億1771万円

（8.9％）

公債費

8億2274万円

（7.2％）

衛生費

7億7009万円

（6.7％）

その他

3億688万円（2.7％）

消防費

4億1213万円（3.6％）

農林水産業費

7億569万円（6.1％）

歳   出

114億6504万円

21214億89858985万円万円 21214億89858985万円万円 214億8985万円 

茨城町　議会だより　許

９月定例会のあらまし



平成29年度決算

大戸小学校大規模改造事業費など 

歳入  119億1105万円　　歳出  114億6504万円　　

一般会計

歳   入

119億1105万円

町税町税

37億6292万円37億6292万円

（31.6％）（31.6％）

町税

37億6292万円

（31.6％）

その他

11億3102万円（9.5％）

地方交付税地方交付税

27億492万円27億492万円

（22.7％）（22.7％）

国県支出金国県支出金

24億6638万円24億6638万円

（20.7％）（20.7％）

町債町債

9億1920万円9億1920万円

（7.7％）（7.7％）

地方交付税

27億492万円

（22.7％）

国県支出金

24億6638万円

（20.7％）

町債

9億1920万円

（7.7％）

地方消費税交付金

5億3069万円（4.5％）

繰入金

3億9592万円（3.3％）

距　茨城町　議会だより

９月定例会のあらまし

差引額歳　出歳　入会　計　名

1億  660万円46億4588万円47億5248万円国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

218万円   3億2636万円3億2854万円後期高齢者医療保険特別会計

8940万円30億4532万円31億3472万円介 護 保 険 特 別 会 計

458万円2億5830万円2億6288万円農業集落排水事業特別会計

1271万円6億9789万円7億1060万円公共下水道事業特別会計

1億3461万円6億3343万円7億6804万円収益的収支水 道 事 業
会　 　 計 ▲ 2億2462万円4億1302万円1億8840万円資本的収支

19万円461万円480万円工 業 用 水 道 事 業 会 計

※水道事業会計　資本的収支の不足額は損益勘定留保資金（現金の支出を必要としない費用の減価償却費など内部に
　留保している資金）等で補てんしています。

特別会計及び企業会計



茨城町　議会だより　鋸

９月定例会のあらまし

平
成
　
年
度
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境

30

施
設
整
備
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

・
契
約
の
相
手
方

　
　
水
戸
市
北
見
町
８
番
８
号

　
　
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

　
　
千
葉
事
業
部
茨
城
支
店

　
　
支
店
長
　
松
本
　
健
一
郎

・
契
約
金
額

　
　
４
９
３
３
万
２
２
４
０
円

・
履
行
期
限

　
　
平
成
　
年
３
月
　
日

31

20

【
全
員
賛
成
】

茨
城
町
庁
舎
設
備
等
改
修
工
事
の
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
契
約
の
相
手
方

　
　
水
戸
市
千
波
町
２
７
７
０
番
地
の

　
　
５

　
　
暁
飯
島
工
業
株
式
会
社

　
　
代
表
取
締
役
　
荻
津
　
仁
彦

・
契
約
金
額

　
　
２
億
６
４
６
０
万
円

・
履
行
期
限

　
　
平
成
　
年
９
月
　
日

31

15

【
全
員
賛
成
】

茨
城
町
立
長
岡
小
学
校
校
舎
大
規
模

改
造
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

・
契
約
の
相
手
方

　
　
三
共
・
松
浦
特
定
建
設
工
事
共
同

　
　
企
業
体

　
　
（
代
表
構
成
員
）

　
　
つ
く
ば
市
春
日
二
丁
目
　
番
地
３

24

　
　
株
式
会
社
　
三
共
建
設

　
　
代
表
取
締
役
　
宮
本
　
真
二

　
　
（
構
成
員
）

　
　
茨
城
町
小
堤
１
７
４
３
番
地
の
１

　
　
株
式
会
社
　
松
浦
工
務
店

　
　
代
表
取
締
役
　
松
浦
　
義
文

・
契
約
金
額

　
　
４
億
５
０
６
８
万
４
０
０
０
円

・
履
行
期
限

　
　
平
成
　
年
　
月
　
日

31

10

15

【
全
員
賛
成
】

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃
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哀
哀
哀
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哀
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哀
哀
哀
哀
哀
哀
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哀
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哀
哀
哀
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哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

旧
沼
前
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工

事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
契
約
の
相
手
方

　
　
茨
城
町
海
老
沢
６
番
地

　
　
宇
野
建
設
工
業
株
式
会
社

　
　
代
表
取
締
役
　
宇
野
　
健
司

・
契
約
金
額

　
　
５
０
６
５
万
２
０
０
０
円

・
履
行
期
限

　
　
平
成
　
年
３
月
　
日

31

15

【
全
員
賛
成
】

平
成
　
年
度
高
規
格
救
急
自
動
車
購

30

入
事
業
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
契
約
の
相
手
方

　
　
水
戸
市
泉
町
二
丁
目
３
番
　
号
24

　
　
茨
城
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

　
　
代
表
取
締
役
　
幡
谷
　
史
朗

・
契
約
金
額

　
　
３
７
７
９
万
５
２
８
９
円

・
履
行
期
限

　
　
平
成
　
年
３
月
　
日

31

25

【
全
員
賛
成
】

可
決
さ
れ
た
議
案

　
国
補
第
１
号
 デ
ジ
タ
ル
防
災
行

30政
無
線
（
同
報
系
）
施
設
整
備
工
事

の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
契
約
の
相
手
方

　
　
水
戸
市
石
川
二
丁
目
４
０
８
８
番

　
　
地
の
１

　
　
株
式
会
社
　
綿
引
無
線

　
　
代
表
取
締
役
　
綿
引
　
敏

・
契
約
金
額

　
　
６
０
０
４
万
８
０
０
０
円

・
履
行
期
限

　
　
平
成
　
年
３
月
　
日

31

20

【
全
員
賛
成
】

内外装などが改修される
長岡小学校校舎　　　　

アナログからデジタルへ
災害時等の情報発信が強化されます



漁　茨城町　議会だより

９月定例会のあらまし

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

不
採
択
と
な
っ
た
も
の

　臓
器
移
植
の
環
境
整
備
を
求
め
る
意

見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

　
千
葉
県
我
孫
子
市
寿
２
 倆
 ９
 倆
 　
 倆
 　

20

405

　
　
移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え
る
会

　
　
　
高
峰
　
一

継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

　教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
堅
持
の
た
め
の
政
府
予

算
に
係
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳

情
　
水
戸
市
笠
原
町
９
７
８－

　46

　
　
　
　
　
　
茨
城
教
育
会
館
２
階

　
　
茨
城
県
教
職
員
組
合

　
　
　
代
表
　
杉
山
　
繁
　
外
　
名
82

主
要
農
作
物
種
子
法
の
復
活
等
を
も

と
め
る
請
願

　
茨
城
町
上
飯
沼
６
２
６

　
　
茨
城
中
央
農
民
組
合
　

　
　
　
浅
井
　
紘
一

審
議
未
了
と
な
っ
た
も
の

　
「
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
中

小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
」
採
択
の
陳
情
書

　
茨
城
町
谷
田
部
２
９
５

　
　
茨
城
県
労
働
組
合
総
連
合
　

　
　
　
議
長
　
白
石
　
勝
巳

　

人
　
　
　
事

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

別
　
所
　
直
　
紀
　
（
越
　
　
安
）

　
【
全
員
賛
成
】

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃
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補正後の額補正額補正前の額会　計　名

114億4486万円▲ 6833万円115億1319万円一　 般　 会　 計

42億  991万円8011万円41億2980万円国民健康保険特別会計

3億4988万円152万円3億4836万円後期高齢者医療保険特別会計

32億9883万円6224万円32億3659万円介 護 保 険 特 別 会 計

2億7315万円▲ 81万円2億7396万円農業集落排水事業特別会計

7億5648万円▲ 62万円7億5710万円公共下水道事業特別会計

10億6756万円310万円10億6446万円水 道 事 業 会 計

一般会計補正予算の主な内容

可決された平成30年度補正予算

・職員給与費     ▲8028万円
　　人事異動等に伴う補正

・ゆうゆう館施設修繕工事費   　  327万円
　　経年劣化等に伴う排水設備等の修繕工事に係る経費

・霞台厚生施設組合負担金   　  860万円
　　周辺道路整備事業に係る用地買収費等

・いばらきの産地パワーアップ支援事業費 　  694万円
　　農作業の効率化によるコスト削減や生産力向上に取り組む産地を支援する補助経費

・儲かる産地支援事業費   　  437万円
　　農作物の品質や生産性の向上に必要な機械の導入等を支援する補助経費



茨城町　議会だより　禦

　　一般質問

問答

答 問 答 問

問答問答

　
　

「
地
域
子
ど
も
の
未
来
応
援
交
付
金
」
を
活
用

し
、
町
と
し
て
子
ど
も
の
貧
困
実
態
調
査
を
行
う
こ

と
。

　
　

子
ど
も
の
貧
困
率
は
平
成
27

年
度
13

・
９
％

（
国
民
生
活
基
礎
調
査
・
厚
生
労
働
省
調
べ
）
で
、

経
済
協
力
開
発
機
構
の
加
盟
国
の
中
で
は
ま
だ
ま
だ

高
い
状
況
。
貧
困
調
査
に
つ
い
て
は
「
地
域
子
ど
も

の
未
来
応
援
交
付
金
」
を
活
用
し
、
今
年
度
茨
城
県

が
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
他
の
自
治
体
の
動
向

を
注
視
し
検
討
し
て
い
く
。

　
　

通
学
路
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
調
査
と
撤
去

等
へ
の
補
助
を
。

　
　

調
査
し
た
結
果
、
本
町
の
学
校
敷
地
内
に
お
け

る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
な
か
っ
た
。
各
学
校
で
は
、
通
学

路
安
全
マ
ッ
プ
に
新
た
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
追
記
し
、

児
童
生
徒
の
安
全
な
登
下
校
を
指
導
。
個
別
に
注
意

喚
起
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
再
調
査
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
専
門
的
立
場
か
ら
の
判
断
を
仰

ぎ
、
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。
併
せ
て
、
各
所
有
者

に
対
す
る
周
知
も
進
め
て
い
く
。

　
　

低
所
得
者
の
負
担
軽
減
と
な
る
よ
う
介
護
保
険

料
の
減
免
を
行
う
べ
き
。

　
　

介
護
保
険
特
別

会
計
に
お
い
て
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

増
加
に
伴
い
介
護
給

付
費
等
が
伸
び
て
い

る
こ
と
か
ら
、
保
険

料
の
負
担
額
も
増
え

て
お
り
、
財
政
運
営

が
厳
し
い
状
況
。
介

護
保
険
料
の
減
免
は

慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
も
所
得
段
階

の
見
直
し
等
を
行
い
な
が
ら
、
低
所
得
者
の
介
護
保

険
料
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
く
。

　
　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
と
窓
口
で

の
自
己
負
担
金
を
撤
廃
す
べ
き
。

　
　

一
定
の
所
得
制
限
は
当
面
維
持
し
て
い
き
た

い
。
自
己
負
担
金
の
助
成
対
象
年
齢
の
拡
大
は
、
財

政
状
況
や
他
市
町
村
の
実
施
状
況
な
ど
を
勘
案
し
、

検
討
し
て
い
く
。

　
　

保
育
施
設
等
に
お
け
る
実
費
徴
収
額
を
市
町
村

が
補
助
す
る
補
足
給
付
事
業
を
実
施
す
べ
き
。

　
　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
29

年
度
の
全
国

で
の
実
施
率
は
10

・
６
％
、
県
内
で
の
実
施
率
は

27

・
３
％
、
12

市
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
。
県

内
市
町
村
の
今
後
の
動
向
を
注
視
し
、
検
討
し
て
い
く
。

川澄　敬子　議員

問答 一般質問
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
に
積
極
的
な

支
援
施
策
を

財
政
状
況
や
他
市
町
村
の
実

施
状
況
な
ど
を
勘
案
し
検
討

し
て
い
く

問答

低
所
得
者
に
対
す
る

介
護
保
険
料
の
減
免
を

減
免
を
行
う
こ
と
は
慎
重
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
今

後
も
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
く
。

��������������

問
答

東
海
第
二
原
発
に
関
す
る
広
域
避
難
計

画
の
具
体
的
内
容
や
住
民
説
明
会
の
開

催
予
定
を
明
ら
か
に
。
計
画
は
ス
フ
ィ

ア
基
準
を
考
慮
し
て
策
定
す
べ
き
。

今
後
、
計
画
策
定
に
向
け
潮
来
市
、
神

栖
市
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。
説
明
会

は
平
成
31
年
度
に
開
催
す
る
予
定
。

ス
フ
ィ
ア
基
準
は
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
参
考
に
す
べ
き
基
準
。
避
難
者
が
安

心
し
て
避
難
生
活
を
送
れ
る
よ
う
生
活

環
境
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。



問答

答 問

問答

業
」
で
市
町
村
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
実
施
す
る

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」
の
援
助

活
動
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
町
で

は
、
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
で
実
施

す
る
救
助
活
動
に
つ
い
て
、
子
育
て
中
の
方
が
ど
の

よ
う
な
援
助
を
求
め
て
い
る
の
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
援

助
を
行
う
方
の
意
見
等
を
聴
取
し
、
「
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
向
け
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　

町
農
業
公
社
の
現
在
ま
で
の
事
業
実
績
は
。

　
　

主
要
事
業
に
つ
い
て
は
、
「
農
地
バ
ン
ク
事
業
」

で
約
72

 

ha

の
農
地
を
担
い
手
に
集
積
、
「
新
規
就
農

希
望
者
受
入
研
修
事
業
」
で
町
外
か
ら
の
２
組
の
農

業
研
修
生
を
認
定
新
規
就
農
者
と
し
て
本
町
へ
の
定

住
に
つ
な
げ
、
ま
た
「
人
材
バ
ン
ク
事
業
」
で
は
昨

年
度
、
援
農
者
28

名
を
受
入
希
望
農
家
17

戸
に
斡
旋

し
た
。

　
　

町
農
業
公
社
は
、
小
規
模
農
業
者
に
対
し
て
支

援
に
関
す
る
情
報
を
大
い
に
提
供
し
、
や
り
が
い
の

あ
る
農
業
を
目
指
し
て
い
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
く

べ
き
。

　
　

小
規
模
農
家
の
育
成
・
支
援
は
大
変
重
要
な
も

の
と
考
え
て
い
る
。
機
械
作
業
が
困
難
な
農
家
な
ど

に
対
し
、
作
業
斡
旋
に
よ
り
農
作
業
を
支
援
す
る
「
農

作
業
支
援
事
業
」
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も

町
と
農
業
公
社
が
連
携
を
強
化
し
、
小
規
模
農
業
者

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

保
育
施
設
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
に
お
い

て
、
保
護
者
が
帰
り
の
時
間
ま
で
に
迎
え
に
行
く
こ

と
が
難
し
い
場
合
、

自
宅
ま
で
送
り
届

け
て
く
れ
る
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
で
き
な
い
か
。

　
　

保
育
施
設
等

か
ら
の
送
迎
サ
ー

ビ
ス
は
、
国
が
推

進
す
る
「
地
域
子

ど
も
・
子
育
て
事

海老澤　忠　議員

問答 一般質問
保
育
施
設
等
か
ら
の

送
迎
サ
ー
ビ
ス
な
ど

子
育
て
支
援
策
の
充
実
を

送
迎
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
援
助

活
動
と
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を

検
討
す
る

問答

農
業
公
社
に
お
い
て

小
規
模
農
業
者
支
援
を

強
化
す
べ
き

町
と
農
業
公
社
が
連
携
を
強

化
し
、
引
き
続
き
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
く

����������

問
答

い
ば
ら
き
聖
苑
の
更
な
る
改
善
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
質
の
よ
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
鋭
意
努
力
し
て

い
く

問
答

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

認
知
度
向
上
の
取
り
組
み
を

今
後
も
広
報
紙
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
、
認
知
度
向
上
に
努
め
て

い
く

魚　茨城町　議会だより

一般質問



茨城町　議会だより　亨

  議
員
出
席
状
況

9
月
定
例
会

　
9
月
6
日
、
　
日
、
　
日
　
全
員
出
席

10

14

  傍
聴
者
数

９
月
定
例
会

　
男
　
名
　
女
１
名
　
合
計
　
　
名

24

25

傍
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
 報
 委
 員
 会
 

　
　
委
　
員
　
長
　
鳥
羽
田
　
創
　
造

　
　
副
委
員
長
　
川
　
澄
　
敬
　
子

　
　
委
　
　
員
　
鳥
羽
田
　
　
　
力

　
　
　
　
〃
　
　
　
石
　
川
　
祐
　
一

　
　
　
　
〃
　
　
　
入
　
野
　
富
　
男

　
　
　
　
〃
　
　
　
大
　
山
　
宏
　
治

　
 町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

 く
だ
さ
い
。

議会活動報告・お知らせ

審　議　等　の　内　容種 　別時 刻曜月/日期

全員協議会
10時木12/61

議案一括上程、提案理由説明本　会　議

議事調査休　　　会金12/72

議事調査休　　　会土12/83

議事調査休　　　会日12/94

一般質問
議案等の質疑、委員会付託

本　会　議
10時月12/105

付託案件の審査（常任委員会）委　員　会

付託案件の審査（常任委員会）委　員　会10時火12/116

付託案件の審査（常任委員会）委　員　会10時水12/127

付託案件の審査（常任委員会）委　員　会10時木12/138

議会運営委員会

10時金12/149
全員協議会

付託案件の報告
質疑、討論、採決

本　会　議

平成30年第４回定例会　会期日程（予定）

　
町
議
会
で
は
、
「
福
井
し
あ
わ
せ
元

気
国
体
２
０
１
８
」
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競

技
会
開
催
に
あ
た
っ
て
の
大
会
運
営
や

歓
迎
装
飾
、
お
も
て
な
し
な
ど
に
つ
い

て
、
現
地
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
場
は
、
た
く
さ
ん
の
手
作
り
の
の

ぼ
り
旗
な
ど
で
来
場
者
を
温
か
く
迎
え

ま
し
た
。
会
場
内
に
は
お
も
て
な
し
料

理
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
適
所
に
設

置
さ
れ
、
賑
や
か
で
盛
り
上
が
り
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
周
辺
の
環
境

美
化
の
徹
底
、
行
き
届
く
案
内
表
示
、

ス
タ
ッ
フ
の
明
る
く
丁
寧
な
対
応
な
ど
、

開
催
に
向
け
大
い
に
参
考
と
な
る
も
の

で
し
た
。

　
茨
城
町
は
、
本
年
９
月
に
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
今
後
、

議
会
は
、
視
察
地
の
実
施
状
況
や
取
り

組
み
と
の
比
較
検
証
を
行
い
、
課
題
等

を
整
理
し
な
が
ら
、
効
果
的
な
施
策
を

町
に
提
言
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
体
に
対
す
る
開
催
機
運
を

高
め
る
た
め
の
広
報
活
動
を
併
せ
て
推

進
・
提
言
し
て
い
き
、
今
後
の
町
の
発

展
に
大
き
く
寄
与
す
る
大
会
と
な
る
よ

う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　【
研
修
期
日
】

　
平
成
　
年
　
月
３
日
～
　
月
５
日

30

10

10

【
研
修
場
所
】

福
井
県
警
察
学
校
射
撃
場

「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
２
０
１
８
」

ラ
イ
フ
ル
射
撃
（
Ｃ
Ｐ
）
競
技
会
場

【
研
修
内
容
】

「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
２
０
１
８
」

の
現
地
視
察
に
つ
い
て

【
研
修
参
加
者
】

　
福
田
　
　
茂
・
鳥
羽
田
　
力

　
石
川
　
祐
一
・
鳥
羽
田
創
造

　
川
澄
　
敬
子
・
入
野
　
富
男

　
大
山
　
宏
治
・
山
西
　
正
樹

　
亀
山
　
勝
男
・
海
老
澤
　
忠

　
髙
安
　
能
久
・
田
家
　
勇
作

　
小
貫
　
昭
夫
・
澤
　
　
秀
雄

　　
「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
２
０
１

９
」
が
、
来
年
、
茨
城
県
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
茨
城
町
で
は
、
茨
城
県
警
察
学

校
射
撃
場
に
お
い
て
ラ
イ
フ
ル
射
撃

（
Ｃ
Ｐ
※

）
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

議
会
視
察
研
修
報
告

　【
研
修
期
日
】

　
平
成
　
年
　
月
　
日

30

10

10

【
研
修
場
所
】

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー（
砂
防
会
館
）

【
研
修
内
容
】

読
み
手
に
伝
わ
る
文
章
の
書
き
方
、

デ
ザ
イ
ン
の
力
で
も
っ
と
伝
わ
る
議

会
広
報
誌
に
、
最
優
秀
賞
及
び
優
秀

賞
作
に
見
る
光
彩
を
放
つ
編
集
力

【
研
修
参
加
者
】

　
鳥
羽
田
創
造
・
川
澄
　
敬
子

　
鳥
羽
田
　
力
・
石
川
　
祐
一

　
入
野
　
富
男
・
大
山
　
宏
治

　　
毎
年
東
京
都
で
開
催
さ
れ
て
い
る

「
全
国
町
村
議
会
広
報
研
修
会
」
に
広
報

委
員
会
委
員
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
読
み
手
目
線
で
伝
え
る

た
め
の
広
報
紙
の
文
章
や
デ
ザ
イ
ン
に

つ
い
て
演
習
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

先
進
的
な
広
報
紙
を
題
材
に
実
践
的
な

編
集
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、

今
回
の
研
修

で
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し
、

町
民
の
皆
様

に
と
っ
て
よ

り
わ
か
り
や

す
く
、
魅
力

あ
る
広
報
紙

の
作
成
に
努

め
て
い
き
ま

す
。

広
報
委
員
会
研
修
報
告

国体を契機にさらなる町の発展を

※「ＣＰ」とはセンター・ファ
イア・ピストルの略で、選手
が競技で使用する拳銃の種類
のこと。拳銃は片手で持ち、
立った姿勢で25ｍ先の標的
を撃ち、競われます。

魅力のある広報紙魅力のある広報紙にに


